
アドミッション・ポリシー（AP）
【⼊学者受⼊れに関する基本的考え⽅（前⽂）】
⾼度で⾰新的な機械システムの創成という観点から機械⼯学に関連する
基盤及び先端科学技術に⾼い関⼼とものづくりへの熱意を持つ⼊学者を
求める

【求める⼈材】
（１）機械科学に関連する学術分野，または産業技術を対象に，⾃ら課
題を発掘・設定し，課題を解決し，社会実装を⽬指す⼈
（２）機械科学分野における技術⾰新を先導しようとする意欲のある⼈
（３）機械科学分野とは異なる理⼯学の学術研究分野を取り⼊れ，新た
な研究分野を創出しようとする意欲のある⼈

【選抜の基本⽅針】
博⼠論⽂基礎⼒審査であるQualifying Examination（QE）による審査，
もしくは提出資料に基づく⼝頭試験で⼊学者選抜を⾏う。QE審査で
は，機械科学の基礎知識・学⼒と社会実装に向けた意欲や機械科学に関
する基礎知識を問う筆記試験を⾏い，⼝頭試験では，コミュニケーショ
ン能⼒や本専攻⼊学後に取り組みたい課題研究の内容や課題遂⾏のため
の計画書，提出書類等について試問をする。それらを総合的に判断し，
合否を決定する。

【⼊学までに⾝に付けて欲しい教科・科⽬等】
機械系における基礎⼒学（材料⼒学，機械⼒学，流体⼒学，熱⼒学）及
び，加⼯学や制御⼯学など，機械系全般に必要とされる基礎科⽬。加え
て，機械⼯学分野における応⽤科⽬（例えばロボット⼯学や設計⼯学，
⽣産システム⼯学，機械材料学など）。また，応⽤数学・応⽤物理（複
素関数論，微分⽅程式論，システム⼯学，最適化，量⼦⼒学など）の知
識もあることが望ましい。

 ⾃然科学研究科 機械科学専攻

博⼠後期課程においては，科学技術分野における学術研究が専⾨化及び先端化する中で，「学際性」，「総合
性」及び「独創性」に富んだ⾼度な研究者・技術者を養成することを⽬的とする。
機械科学専攻は，新しい視点からの機械要素の解析と，その個々の要素の総合化・統合化によって，⾼性能，⾼
機能及び⾼信頼性をもつ機械システムを創出するための教育研究を通じて，⼈間環境および⾃然環境に適合した
安全で持続可能な社会の発展に貢献でき，豊かな⼈間性と創造性および幅広い国際感覚を備えた⾼度な研究者・
技術者を養成することを⽬的とする。

⾦沢⼤学⼤学院は，学術の理論及び応⽤を教授研究し，その深奥をきわめ，⼜は⾼度の専⾨性が求められ
る職業を担うための深い学識及び卓越した能⼒を培い，⽂化の進展に寄与することを⽬的とする。
博⼠課程は，専攻分野について，研究者として⾃⽴して研究活動を⾏い，⼜はその他の⾼度に専⾨的な業
務に従事するに必要な⾼度の研究能⼒及びその基礎となる豊かな学識を養うことを⽬的とする。

カリキュラム・ポリシー（CP）

⼤学（⼤学院）の⽬的 学類（研究科）の教育研究上の⽬的

ディプロマ・ポリシー（DP）

【授与する学位】博⼠（学術）

【修了認定・学位授与に関する基本的考え⽅（前⽂）】 【教育課程編成に関する基本的考え⽅】

【教育内容・教育⽅法（教育課程実施）に関する基本的考え⽅】
１.教育内容
全学博⼠後期課程共通の⼤学院GS発展科⽬（４科⽬必修）と本専攻独⾃の基盤科
⽬群，応⽤科⽬群，先端科⽬群，専攻共通科⽬群を置き，各科⽬群から選択す
る。なお，各科⽬群において，機械科学系と応⽤数学・応⽤物理系を設置する。
（１）【基盤科⽬群】先端科学技術の基礎知識修得を⽬的に，⾼度専⾨技術者・
研究者となるための基幹となる科⽬を設置
（２）【応⽤科⽬群】各⾃の研究課題に対する課題発⾒能⼒や課題解決能⼒の涵
養を⽬的に，機械科学を中⼼とした学際分野の科⽬を設置
（３）【先端科⽬群】社会の技術変⾰に柔軟かつ積極的に対応する能⼒の涵養を
⽬的に，先端科学技術動向や学際分野の⾼度な専⾨知識に関する科⽬を設置
博⼠（学術）の学位を希望する学⽣は，各科⽬群から主として応⽤数学・応⽤物
理系の科⽬を履修することを推奨するが，機械科学系の科⽬履修は妨げない。
２.教育⽅法
主任指導教員１名と2名の副指導教員（他専攻に所属する教員も可）を置き，多
⾓的な視点から学⽣が課題研究の遂⾏を実施する。副指導教員は主任指導教員と
専⾨分野が異なる教員とし，研究指導・助⾔を適宜⾏う。博⼠論⽂の内容が主と
して⾃然科学と⼯学を含むと認められる場合に，博⼠（学術）の学位を授与する
ため，指導教員と相談しながら，論⽂内容や履修科⽬を決める。

【学⽣が⾝に付けるべき資質・能⼒】
（１）機械科学と⾃然科学分野に関する深い洞察⼒と課題発⾒能⼒，論理的思考⼒
を持ち，⾃⼰の考えを的確に表現しながら課題解決する実践⼒
（２）⾃然科学分野を中⼼に，機械⼯学分野やそれに関連した学際分野の⾼度な専
⾨知識と応⽤⼒を活かし，社会の技術変⾰に柔軟かつ積極的に対応する実践⼒
（３）コミュニケーション能⼒を活かして国内外の産業界・学術界で活躍できる能
⼒

（１）授業科⽬に対して成績評価の基準及び⽅法を明⽰し，それに基づいて，学
修成果を評価する。
（２）論⽂に対して審査基準と審査⽅法を明⽰し，それに基づき研究成果の審査
及び試験を⾏う。

⾃然科学研究科機械科学専攻では，ディプロマ・ポリシーに掲げる⽬標を達成す
るために，⼤学院GS発展科⽬群，基盤科⽬群，応⽤科⽬群，発展科⽬群を体系的
に編成し，講義，演習，実験，実習を適切に組み合わせた授業科⽬を開講する。
教育課程については，その体系性や構造を明⽰する。

⾃然科学研究科機械科学専攻は，⾼度で⾰新的な機械システムの創成という観点か
ら，機械⼯学分野とそれに関連する技術・学術分野における基盤及び先端科学技術
の教育研究を通して，⾼い専⾨知識と深い探求⼼を持ち，基盤及び先端技術の研究
開発に取り組みながら，⾃⼰の考え・価値観を国内外へ発することができる⾼度専
⾨技術者・研究者を育成することが社会から期待されている。
そうした⼈材を育成するために，本専攻では，主に⾃然科学系科⽬を履修し，所定
の課程を修め，かつ研究指導を受けた上で，⾃然科学と⼯学を含むと認められる博
⼠論⽂の審査及び試験に合格し，次のような⽬標を達成した者に，博⼠（学術）の
学位を授与する。

【学修成果の評価】




